
56　食　物

A－no　植,物性食品中の遊離糖類

　　　　　　東海学園女短大家政

〔日本家政学会

（４）だ１ねぎの遊離糖と貯蔵性の関連について
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目的　たまねぎはか々!）貯蔵性の良い野菜であるが、腐敗や発芽痙どによる貯蔵限界があ

　む、現在では端境期である２～４月には外国産たまねぎを輸入しておむ、この点でもた

　まねぎの貯蔵性の増加は強く要望され、色々の角度からの検討がされている現状である

　o 演者らは、これまでにたまねぎの遊離糖に関して、品種間差、貯蔵中の変化、ｒ線照

　射処理および調理方法による変化ﾌn.どについて報告してきたｏ今回は、これらの実験を

　通してたまねぎの遊離糖のうち、とくにシ。－クロース含有率と貯蔵性との関連性で興

　味深い結果を得たので報告するｏ

方法　供試たまねぎとしては、昭和53年・54年・55年度産のたまねぎで国内産13 品種、お

　よび外国産３品種を用いた。試料からの樋液の調製は、８個のたまねぎから均等に可食

　部１００ ｇを採取し、ホモジナイズした後、終濃度80 価エチルアルコール溶液とたi,よう

　に糖を抽出した。糖はT M s 誘導体とし、0 V ― 1 ガラスキ。。ヒラリーカラムを用いた

　ガスクロマトグラフィ- によね定量した。

結果　全糖含量が多いたまねぎが貯蔵性がよいことは知られているが、それそれの糖組成

　との関連については知られていないo今回の実験において、遊離糖含量（グルコース、

　フラクトース、ジ3. - クロース合計）がほぼ同程度のものにおヽいても、その貯蔵性に違

　いがあり、シ。.一クロースが多いi,のに貯蔵性のよい結果が認められたo tた、同一品

　種であ　ても、施肥条件によって遊離糖量が異なi）、特にシ3.一クロース含量への影響

　が顕著痙ことがわかったｏ
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　目的　野田い^了ミノ赦ののり赤肩"t^痛冶ゆおiヽゲ月除効累i- ついて報告し。特･こヒス

乎ジン･こ顕漕な効暴のある- とを認めU。ご^が? りこ生魚の酋満･こ初果ダあるか　まfこ
その湯治ヽM岡中のﾋ-･･タヨンにいむヽなろ影JS'を及u"す≪ヽl検討した。

　方貳　アジの肉質苛Sヒスチジン，　メチオニン，グルタモン酸のタ／，／,3% の穏崖で

2i°じ心

定｡し恥。拝葛性*&基性了ンモニ了窒素･Tコンウエ■in.量拡散,法．V BiI?ブロムシアン酸化

r-よる子才７ローム量光法,心。で劃定しμ。

　粘果(I) 魚肉中のV B,･ま｡/D時間後ヒスチジン. メチオニンがグル7 ミン酸よ/J増加の

ｲ頃向i示し. i'^時間後ヒス手ジン，こμい７yテオエン，グルタミン舷より顕漕,こ増加削喚
向i認必r-.

(2)ヒス子ジンのタ／, ／, -3y.の庫度でヽ検討レreが大きu｀影響is認訥られ,-ｶヽ，すこ。

(3)禅亀･吐遥塞性アンモニア昏素の^唖It おいT I?.時間の経過ととも1こブルタヨン雛，メ

チオユン■ =｡久チジンの"i!I'増加の傾向を示レT'.
　じz千ジン･。メ子牙ニン。順でし/S,が増加の傾向it あるz いこっいての礁序i解明する

に到・マいらごいが。目下検討中マ゛ある。




